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■支援の背景
　㈲パテントワークスでは、鼻で吸って口で吐く呼吸トレーニングマスクを開発し、販売してき
ました。しかし、従来のマスク形状では成人男性以外、特に顔の小さい女性や子供へのフィッ
ティングが難しく、隙間が発生するのが課題でした。
　そこで本開発では、女性の顔の形状を3Dスキャナにより測定し、3DCAD上でマスクモデルと
フィッティングすることにより、フィット性の高いマスク形状の開発に取り組みました。

■支援の要点
１．顔形状の3Dスキャニング
２．3DCAD上での合成によるマスクのフィット性検証
３．実モデルによる空気漏れ試験

■支援の成果
１．当場が保有する3Dスキャナを用いて女性5名の顔の3Dデータを計測しました。
２．顔3Dデータとマスクの3Dデータを合成し、隙間などのフィット性を確認しました。
３．試作された実モデルを用いてフィット性試験を行い、空気漏れがなく良好な結果を得ました。
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